





















































本書は大きく 3 部から構成される。第 1 部は，マクロな視点から日米の教養教育の理念
と構造にアプローチする。具体的には，米国教養教育の重要な担い手であるリベラルアー
ツ・カレッジの構造と経営について考察し（第 1 章），日本の教養系学部の特質について論
じる（第 2 章）。また，米国教養教育を支える学習支援について考察する（第 3 章）。第 2
部では，米国教養教育についてミクロの視点から，カリキュラムを中心に特徴的な取組を
実践している大学を取り上げて考察する。大別すれば，研究大学（第 4 章）とリベラルア
ーツ・カレッジ（第 5 章・第 6 章），女子大学（第 7 章）を対象とする。第 3 部は，同じ
くミクロの視点から，現代日本における教養教育について，各大学の特質と課題を論じる。
取り上げる事例は，近年の一つのトレンドとなっている国際教養学部（第 8 章），理工系研
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LAC）について，機関類型と財務の特質から LAC の構造と経営の全体的把握を試みる。 
現在の米国高等教育において，LAC は相対的に少数の機関類型に区分される。事実，
2018 年改訂のカーネギー大学分類では，機関数は 4,324 機関のうち 241 機関（5.6％），学




ンであった。ブレネマン（1996）は，LAC の「もっとも興味深く，際立った特質」を 2 つ
挙げている。1 つは LAC の真髄である教育使命への献身性であり，学士課程教育の重視と
いう単一目的機関としての存在意義である。もう 1 つは小規模かつ学生対教員比（ST 比）
の小ささによって，学生と教員との十分な接触が期待されることである。他にも寄宿制（学








うした中で LAC を取り巻く環境も年を追うごとに厳しさを増している。Kaufman & 
Woglom（2007）は機関財務，とくに純資産額の点から LAC 間の格差を明らかにした。ま





































本章では主として 2 つのデータセットを利用する。1 つはカーネギー大学分類（The 
Carnegie Classification of Institutions of Higher Education）である。カーネギー大学分
類は，カーネギー教育振興財団（Carnegie Foundation for the Advancement of Teaching）
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の出資により設立されたカーネギー高等教育審議会（Carnegie Commission on Higher 
Education）が，米国高等教育の多様性と複雑性を簡潔に整理することを目的に，1970 年
に最初の分類を行ったことに端を発する 2)。 
現在のカーネギー大学分類の最新版は 2018 年に公開されたもので，大別して 6 つの大
学分類が存在する。そのうち本章では Basic Classification（略称：BASIC2018。以下，基
本分類），Undergraduate Instructional Program Classification（略称：IPUG2018。以





分の他，専門大学群（Special Focus）・種族大学群（Tribal Colleges）を指標に 6 つに大
別されている。さらに二年制と四年制，プログラム規模や内容で合計 33 の分類がなされ
ている（Not classified を除く）。本章ではその 33 の分類のうち LAC を含む Baccalaureate 
Colleges: Arts & Sciences Focus に注目し，分析対象となる LAC を抽出する。 
次の学士課程プログラム分類は，大学院の有無やその程度よりも，米国高等教育機関の
ほとんどが課程を有す学士課程教育プログラムの特質を第一義に区分した分類である。分
類の指標は 3 つで，授与学位（準学士と学士），学士学位の専攻割合（Arts & Science: リ
ベラルアーツと，professions: 専門職分野との割合）4)，そして学士課程の専攻に対応する
大学院学位授与の程度（no: 0%, some: 50％未満, high: 50％以上の三段階）であり，計 20
の分類がなされている（Not classified を除く）。 
最後の学士課程学生プロフィール分類は，学士課程学生の特性に応じて分類したもので
ある。ここでも分類の指標は 3 つで，学生の修学形態（フルタイムとパートタイム），入学
難易度（inclusive: 開放的，selective: 選抜的， more selective: より選抜的の三段階），
転学生の割合（higher: 20％以上，lower: 20％未満の二段階）であり，計 15 の分類がなさ














は，ブレネマン（1996）や Kaufman & Woglom（2007），Baker, Baldwin & Makker（2012）
らの先行研究からも明らかである。もちろん本来であれば NCES の IPEDS（Integrated 





3. LAC の類型内分化 
 
基本分類の 33 の分類の中には，Baccalaureate Colleges: Arts & Sciences Focus とい
う分類がある。このうち Baccalaureate Colleges とは，機関における全学位授与数のうち
学士号以上が 50％以上で，修士号が 50 未満，博士号が 20 未満の機関を示す（専門大学
群・種族大学群は除外）。また Arts & Sciences Focus とは，授与される学士号のうち，リ
ベラルアーツでの学士号が 50％以上の機関を示す。これにより抽出されたのが冒頭で示し
た 241 機関である。なお 241 機関を設置形態で区分すると，私立 211 機関（87.6％），州
立 28 機関（11.6％），営利 2 機関（0.8％）であった。ここで詳細な検討を行うために，そ
の 241 機関を学士課程プログラム分類で集計した結果が表 1-1 である。 
これより Not classified（区分外）と Baccalaureate/Associates Colleges（学士／準学
士）に区分された 3 機関を除く LAC238 機関は，3 つの小類型に分化できる（類型内分化
と定義する）。第一は Arts & Science focus に区分される 90 機関（37.3％）である。これ
は授与される学士号のうち，リベラルアーツでの学士号が 80％以上の機関群である。この
90 機関は学士課程の専攻に対応する大学院学位授与の実績でさらに 3 つに分けられ（no, 
some, high），Arts & sciences focus, no graduate coexistence（リベラルアーツ専攻で大
学院課程無）が 66 機関（66/90 = 73.3％），うち私立が 64 機関と大勢を占めた。 
第二は Arts & sciences plus professions に区分される 89 機関（36.9％）である。これ
は授与される学士号のうち，リベラルアーツでの学士号が 60〜79％の機関群である。この
89 機関も大学院学位授与の実績で 3 つに分けられ，やはり大学院課程を持たない Arts & 
sciences plus professions, no graduate coexistence が 66 機関（66/89 = 74.2％），うち私
立が 58 機関と大勢を占めた。 
第三は Balanced arts & sciences/professions に区分される 59 機関（24.5％）である。
これは授与される学士号のうち，リベラルアーツでの学士号と職業分野での学士号との割
合がそれぞれ 41〜59％でバランスする機関群である。ここでも大学院課程を持たない
Balanced arts & sciences /professions, no graduate coexistence が多数を占めた。しかし 
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表 1-1 学士課程プログラム分類で見た LAC の類型内分化 
出典：カーネギー大学分類より執筆者作成。 
注：表中の a, b の機関は次のとおり。a. Universidad Ana G. Mendez-Online Campus, b-1. Virginia University 
of Lynchburg, b-2. Huntington College of Health Sciences.  
 
ながら 34 機関（34/59= 57.6％）と半数以上を占めたものの，その割合は先の 2 つの類型
内分化の数値より小さく，また私立の占有率も 22 機関と相対的に小さい。 
次にこの類型内分化を単位に LAC241 機関を，学士課程学生プロフィール分類で再集計
した結果が表 1-2 である。241 機関全体を見ると，学士課程学生のプロフィール For-year, 
full-time, lower transfer-in すなわち，四年制・フルタイム・転学生 20％未満に該当する
3 区分で 78.0％を占め，その内訳は入学難易度の高い順に 47.3%（more selective），19.9%
（selective），10.8％（inclusive）と分布している。これより学生エンロールメントの点で
は，LAC は三層に分類できることがわかる。だが表 1-1 でみた学士課程プログラム分類と
の関係でみるとこの三層の構造の実態は異なる。まず Arts & Science focus ではその三層
のうち，最も入学難易度の高い Four-year, full-time, more selective, lower transfer-in に
68 機関（75.6％）が区分され，ほぼ一層に機関が集中している（一層とそれ以外）。しか
し Arts & sciences plus professions では，四年制・フルタイム・転学生 20％未満の点で
は共通するも入学難易度による分布が生じ，more selective の 32 機関（36.0%）と selective
の 27 機関（30.3％）による二層（合計で 59 機関，66.3％），より範囲を広げれば inclusive
の 10 機関（11.2%）も含めた三層（合計で 69 機関，77.5％）となっている（二層または
三層とそれ以外）。そして Balanced arts & sciences/professions では，先の 2 つの類型内
分化と，四年制・フルタイムの点しか共通しておらず，入学難易度に加えて転学率の高低
でも分布が生じ，五層構造（13.6％〜23.7％の範囲で 5 つの層を形成。合計で 55 機関，
93.2%）となっている（五層とそれ以外）。さらに設置形態を確認すると私立が占める割合
は，LAC 全体では 87.6％（211/241 機関）だが，Arts & Science focus では 97.8％（88/90  
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表 1-2 学士課程学生プロフィール分類で見た LAC の類型内分化 
出典：カーネギー大学分類より執筆者作成。 
注：表中の a ~ g に区分された機関は以下のとおり。a. Patrick Henry College（私立）, b. Charter Oak State 
College（州立），c. Argosy University-Seattle, d. Argosy University-Salt Lake City（ともに営利）。なお e 
~ g に含まれる機関は表 1-1 の注で示した機関である。 
 
機関），Arts & sciences plus professions では 86.5％（77/89 機関），Balanced arts & 
sciences/professions では 72.9％（43/59 機関）となっており，最も多くの機関が存在する
Four-year, full-time, more selective, lower transfer-in に限って見れば，Arts & Science 




関は，Arts & Science focus に私立の設置形態で偏在していると考えられるのである。 
以上，表 1-1 及び表 1-2 から得られた知見について，その大要を表 1-3 にまとめた。こ
れによると，①全米高等教育機関において LAC はわずか 241 機関にすぎず，その多くは

















表 1-3 学士課程学生プロフィール分類で見た LAC の類型内分化 






節では，州立（28 機関）と営利（2 機関）を除いた私立 LAC211 機関を分析の対象とする。 






も 1,346〜1,549 人となっている。50 人にも満たない LAC も存在するが，最大でも 3,627
人であり，ブレネマンのいう「学生数 1,500 人程度の小規模大学」であることは現在も大
きく変わらないようである。教員ではフルタイム教員率の平均は，Arts & Science focus が
77.7%と最も高く，教育内容が専門職的・技術的志向性に富むにつれ下がっている。
Balanced arts & sciences/professions では同教員率の最小値が 0％，すなわちパートタイ
ム教員率 100％の機関も確認できた。こうした実態は ST 比にも現れ，全体平均 11 に対
し，Arts & Science focus のみ 9 と全体平均未満であり，最小値と最大値との差も最も小
さい。リテンション率でも全体平均を上回るのは Arts & Science focus のみである。入試
に関しては Arts & Science focus のみ合格率が 46.7％と全体平均の 58.5％を下回る。これ
は前節で確認した入学難易度の高い層に多くの私立 LAC が属していることの証左であり，
そのためか入学率の平均は全体及び他の 2 つの類型内分化より高い数値となっている。 
こうした教育条件で確認できる相違点には，財務上の裏付けがあるはずである。財務条
件のうち初年度経費に注目すると，類型内分化間において格差があることがわかる。授業
料等平均（Tuition and fees）に関して 2018-2019 年で見れば，Arts & Science focus と
Arts & sciences plus professions との間で 9,839 ドル，Arts & Science focus と Balanced 
arts & sciences/professions との間で 16,575 ドルもの差がある。生活資金（Living 
arrangement）や書籍代等（Books and supplies）を含めた総費用平均では格差はより広
がる。だが総費用から各種経済支援を差引いた純費用を見ると，2018-2019 年の平均値に
関して Arts & Science focus と Arts & sciences plus professions との間で 3,367 ドル，
Arts & Science focus と Balanced arts & sciences/professions との間で 5,938 ドルと，授
業料等や総費用で見られた格差が縮小していることがわかる。この格差縮小の要因は，当
然ながら各種経済支援による。そこで次に財務条件の中でも経済支援の実態を確認する。 
College navigator から入手できるデータのうち，初進学者への経済支援（Financial aid）
の内訳は，グラント・スカラーシップ（Grant or scholarship aid）とローン（Student loan 
aid）とに大別される。前者は連邦政府（Federal grants），州・群（State/local government 
grant or scholarships），機関（Institutional grants or scholarships）で区分され，後者は
連邦政府（Federal student loans）とその他（Other student loans）で区分されている。 
まずグラント・スカラーシップとローンを合わせた総受給率の平均は，Arts & Science 
focus が 83.7％と最も低く，他の 2 つの類型内分化は 96.5％，96.0％となっている。これ
はグラント・スカラーシップ及びローンそれぞれの受給率を見た場合も同様である。だが
一人あたり受給額の平均を見ると，Arts & Science focus は他の 2 つの類型内分化と比べ
て，グラント・スカラーシップでは 35,888 ドルで最も高額，ローンでは 6,864 ドルで最も
低額となっている。この実態の要因は，各機関レベルで支給する経済支援の影響であるこ
とは表 4 から容易に判断できる。機関のグラント・スカラーシップでの一人あたり受給額
は，Arts & Science focus が 34,392 ドルであり，全体平均の 28,543 ドルより 5,849 ドル 
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表 1-4 類型内分化別に見た米国 LAC の経営状況 
 
出典：NCES ウェブサイトの公開データより執筆者作成。 
注：基本分類のうち Arts & Science Focus に区分される 241 機関から，州立と営利除いた 211 機関を対象に集
計（データ未公表機関も存在）。表中の「グラント」は Grant or scholarship aid を，「ペル」は Pell grants





高額である。また Arts & sciences plus professions よりは 7,969 ドル，Balanced arts & 
sciences/professions よりは 13,265 ドル高額である。ローンの一人あたり受給額について
は連邦政府のそれよりもその他のローンで Arts & Science focus の低額ぶりが顕著である。 
こうした初進学者に対する経済支援の傾向は，すべての学士課程学生を対象とした経済
支援でも同様であることがわかる。Arts & Science focus の一人あたり受給額平均は，グ
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策的背景（第 2 節）と先行研究（第 3 節）を確認する。その上で過去の論稿を基に，教養
系学部の特徴について，包摂性と多様性（第 4 節），学際性（第 5 節），そして共通性（第
























































































































（A 型）」「官立単科系（B 型）」「旧制高校系（C 型）」「師範学校系（D 型）」の 4 つに区分












































































教養系学部が持つ学際性については，複数の研究で指摘されている（舘 1996, 黒羽 2002, 
栗原 2018, 2019a, 児玉他編 2018, 本庄 2019）。ここでは栗原（2019a）で示した教養系
学部の学際性の具体的特質にふれておきたい。 
同研究ではまず前述の「学問分野分類」を用いて，学科名称に対する分類結果の割合を




学芸分野は 57%，科学分野は 11%，学際分野は 7%，職業分野は 25%であった。つまり，
学科という教育組織名称を見る限り学際分野の割合が大きかったが，専門教育科目名称群
を見ると学際分野の割合は最も小さかった。さらに，前にまとめた専門教育科目の学問分
野分類結果を，学科等ごとに集計し，図 2-1 の 5 つのグループに類型化した。全体のうち



























































































































































ト―」『学位研究』第 12 号 113-129 頁，大学評価・学位授与機構。 
広田照幸(2010)「分野別質保証のための参照基準について」『学術の動向』6, 日本学術協力













大学院教育学研究科大学経営・政策コース, 75-91 頁。 
栗原郁太(2019a)「日本の教養系学部における学際性の特質―専門教育授業科目の名称の分
析を通じて―」『大学経営政策研究』9, 東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策コ
ース, 17-35 頁。 
栗原郁太(2019b)「教養系学部の教育内容の多様性」『IDE 現代の高等教育』610,IDE 大学





串本剛(2004)「教育成果を用いた教養教育の評価活動」『高等教育研究』7, 137-155 頁。 
西野（吉田）文(1996)「第 2 章 一般教育の組織とカリキュラム 学習社会におけるマス高
等教育の構造と機能に関する研究（1）選抜・カリキュラム・就職 第 2 部 マス高等教
育の構造と問題」『研究報告』第 91 号，放送大学，176-193 頁。 
小方直幸・立石慎治・串本剛(2020)「国立大学における組織再編と学士課程教育の再構築
―専門分野・教員組織・教育課程の相互連関―」『大学論集』52, 広島大学高等教育研究
開発センター, 19-34 頁。 
関正夫(1986)「戦後日本の大学における教育研究組織の変遷―国立大学の場合―」『大学論
集』16, 広島大学大学教育センター, 1-24 頁。 
関正夫(1988)『日本の大学教育改革―歴史・現状・展望』玉川大学出版部。 
杉谷祐美子(2011)「能動的な学びをめざして」杉谷祐美子編『大学の学び教育内容と方法
















































NACADA（National Academic Advising Association，「全国アカデミック・アドバイジン
グ協会」 1 ）），学生支援のスタンダードの中核団体である CAS（Council for the 













































表 3-2 NACADA による「アカデミック・アドバイジング」の３つの要素 
 
出典： NACADA のウェブサイト（https://nacada.ksu.edu/Resources/Pillars/Concept.aspx）より筆者作成。 
 
 上記の「カリキュラム，教授法，学生の学修成果との意図的な相互作用」という記述に
ついて，NACADA は具体的に 3 つの要素を「アカデミック・アドバイジング」が有して






































“ Toward Reflective Conversations: An Advising Approach that Promotes Self-
Authorship”，Lucero（2018）の“Provocative Moments in Advising: Guiding Students 
Toward Self-Authorship”，Schulenberg（2013）の“Academic Advising Informed by Self-
authorship Theory”論考をはじめ，本書で検討されている初年次教育と広く学生支援の関


























図 3-1 米国大学の「アドバイジング」体制の一例 
 
 図 3-1 より，米国大学の「アドバイジング」は，およそ一般的に，全学（General Advising）


































































































注：表 3-4 と同様。 

































出典：図 3-2 と同様，箇条書きの記載内容を参照し，筆者作成。 
注：表 3-4 と同様。 
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 カリフォルニア大学(the University of California, 以下 UC)は,1868（明治元）年の設
立で 150 年余の歴史を有する。UC バークレー校（以下 UC バークレー）は,設立当初から
その中心校で,サンフランシスコ近郊のバークレーに所在する。UC 最古のキャンパス1で
あると同時に,アメリカでも有数の研究大学である。 










UC バークレー校の学士課程学生数をライバル校3と比較したものが表 4-1 である。 
 
表 4-1 UC バークレーとライバル 10 校の学士課程学生数 
私立大学 州立大学 
ハーバード 6,699 テキサス（オースティン） 40,804 
スタンフォード 6,994 イリノイ（アーバナ・シャンペーン） 33,673 
イェール 6,057 UC（バークレー） 30,799 
プリンストン 5,267 ウィスコンシン（マディソン） 31,185 
マサチューセッツ工科 4,530 ミシガン（アナーバー） 31,266 
 バージニア（シャリオッツビル） 16,000 
私立 5 大学平均 5,909 州立 6 大学平均 30,621 






校と比較すると約 5 倍という大規模な学士課程学生数である。 
UC バークレーにある 14 の学部（Colleges & Schools）のうち学士課程を有する 6 学部
をまとめたものが表 4-2 である。約 3 万人の学士課程学生の約 70％がリベラルアーツ学部
に所属する。リベラルアーツ学部には 80 以上のメジャーが用意されている。学生は卒業
に必要な 120 単位のうち 90 単位を取得するまでは専攻を決めなくてよい。 
 







リベラルアーツ学部（Letters & Science） 1868 21,665 Bachelor of Arts 
80 以上のメジャーから専攻選択 
天然資源学部（Natural Resources） 1868 2,200 Biological Sciences 
Ecosystem Management 他 
工学部（Engineering） 1868 3,746 Electrical Engineering & 
Computer sciences(EECS)他 
化学部（Chemistry） 1872 981 Chemical Engineering 
Chemical Biology 他 
経営学部（Haas School of Business） 1898 700 Business Administration 
EECS プラス Business 他 
環境デザイン学部（Environmental Design） 1959 641 Architecture 
Urban studies 他 
出典：各学部のホームページから筆者作成。 学士課程学生数は 2019 年度。 
 
標準的な 4年計画としては,1年次と 2年次で一般教養,探求,メジャー準備の科目を学修
し,3 年次と 4 年次で専攻決定後の深さを伴う科目を履修する。一方でこれと対照的に 2
番目に学生数が多い工学部では,入学志願の段階で専攻を決定する必要がある。 
 



































グラムである。このプログラムは,2004 年から 2013 年にかけて導入・改善されてきた UC
バークレー独自の以下の 5 科目から構成される。導入された年次順に①1 年生・2 年生セ
ミナー（2004 年）,②ディスカバリーコース（2005 年）,③1 冊の本（2006 年）,④ビッ
グアイデアコース（2012 年）,⑤新任教員卓越教育プログラム（2013 年）である。 
「1 年生・2 年生セミナー」は,長い歴史を持つ新入生セミナープログラムと 2002 年に
















選抜性の高い大規模研究大学である UC バークレーならではのリベラル教育が,2005 年




む機会が与えられる。「ディスカバリーコース」の 2005 年から 2020 年までの 16 年間の
開講数推移を 7 つの領域別に見たものが表 4-4 である。 
 
表 4-4 UC バークレーの「ディスカバリーコース」分散履修 7 領域別開講数推移（2005 から 2020） 
 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 計 
物理学 0 5 7 7 9 4 7 6 5 3 7 4 5 7 6 8 90 
生物科学 2 3 3 3 1 4 3 4 3 4 3 1 5 3 3 3 48 
哲学・価値 3 6 3 2 3 4 2 3 3 1 3 2 2 4 1 2 44 
社会・行動科学 0 4 1 3 2 3 3 4 4 2 2 1 1 2 1 3 36 
歴史学 1 3 2 2 1 1 5 1 3 0 2 1 1 1 1 2 27 
芸術・文学 1 3 0 2 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 13 
国際研究 0 1 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 



































 学士課程学生が UC バークレーで研究活動を行うには,一般的に二つの方法がある。第
一の方法は,研究見習生あるいは研究アシスタントになる方法である。この方法の場合は,
学生は教員が主導する研究をサポートする。最も中心となるプログラムは,URAP(the 




生は,研究活動のための資金や知的なサポートの支援を Berkeley Undergraduate 








バークレーキャンパス内だけでも,人文社会学系の Berkeley Undergraduate Journal,科








である。具体的には 2019 年度の 10 大メジャープログラムは以下の通りとなっている。①
リベラルアーツ学部のコンピューター・サイエンス,②工学部の電子工学とコンピュータ
ー・サイエンス6,③経済学,④政治学,⑤経営学,⑥認知科学,⑦応用数学,⑧心理学,⑨機械工学,
⑩化学工学。第 1 位のリベラルアーツ学部のコンピューター・サイエンス専攻は,2011 年


























「STEM プラス B」の需要が高まる傾向にある。こうした新しい流れの中で,150 年余の
リベラル教育の歴史的蓄積を踏まえつつ,21 世紀型の新しいリベラル教育に向けて自己革
新の努力が続けられている。 



















3 UC バークレーは，標準比較対象校（Standard Peer Comparison Group）を学内で定めてい
る。私立 5 大学と州立 5 大学に UC ロスアンゼルスと UC サンディエゴを加えた 12 校であ
る。ここでは UC 以外のライバル 10 校に UC バークレーを加えた 11 校で比較。 
4 7 領域の英文表記はそれぞれ Physical Science，Biological Science，Philosophy & Values，
Social & Behavioral Science，Historical Studies，Arts & Literature，International Studies である。 
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の取組の実態を明らかにし，その特徴と課題を考察する。まず，米国 LAC の SL の推進背
景と実施状況を概観する（第 2 節）。次に，事例として取り上げるミドルベリー大学の SL
の取組概要を説明する（第 3 節）。続いて，環境研究専攻の「環境研究地域参画実習」（第
4 節）とコミュニティ・エンゲージメント・センター（CCE）の「『特権と貧困』学術クラ





容を踏まえて SL の質の向上への示唆をまとめる。 
尚，事例分析を行うにあたり，ミドルベリー大学の公式ウェブサイトを含む公開資料に
加え，2018 年 11 月に現地訪問調査で得られた関連資料，環境研究所属の SL コーディネ
ーターと CCE ディレクター，及び参加学生へのインタビュー内容を資料として用いた。 
 
２． 米国 LAC における SL 
 
米国 LAC の基本理念は，リベラルアーツ教育を通した批判的思考力と市民性の育成，
世界に貢献する人材の養成であり（Chopp 2014；福留 2010），SL の目的と親和性が高い。
近年，エリート的な教養教育に対する批判が起こる中で（Katz 2005），米国大学・カレッ
ジ協会（AAC＆U）が 21 世紀の教養教育に必要とされる本質的な学習成果を達成する 11
の教育的取組を「ハイ・インパクト・プラクティス（High-Impact Educational Practices: 
HIPs）」と定め，SL はその一つに位置付けられた（Kuh 2008）。また，2006 年にカーネ
ギー財団はコミュニティ・エンゲージメント分類（CCEC）を創設し，地域社会に対する
大学の組織的関与について質的な評価を開始した（五島 2019a）。CCEC では学術性を担




規模大学では専門分野での SL 科目や 4 年次のキャップストーン科目，大学院のサービス
活動等，学術分野における市民学習を重視した SL の取組が多く，LAC を含む小規模大学
では学生寮でのサービス活動等，活動自体を重視する傾向にある（表 5-1 参照）。 
 
表 5-1 プログラムの種類 
 
出典：Campus Compact, 2015 Annual Survey より筆者作成 
プログラムの種類／FTE学生数 全国平均 3,000人以下 15,001人以上
1日限りのサービス・プロジェクト 83% 78% 84%
非営利機関でのインターンシップ・実習 44% 31% 73%
専門分野のサービス・ラーニング・コース 78% 74% 89%
クラブ活動 61% 54% 73%
オルタナティブ・ブレイク 76% 71% 95%
国際的なサービス活動体験 71% 62% 89%
初年次でのサービス活動体験 67% 63% 77%
学生寮でのサービス活動 91% 92% 93%
政府が支援するインターンシップ 56% 47% 80%
初年次オリエンテーション 46% 49% 48%
フラタニティ・ソロリティ 85% 79% 89%
キャップストーン・コース 57% 48% 79%
同窓会プロジェクト 45% 41% 57%
地域参画に関する学びの共同体 34% 31% 38%
夏のサマープログラム 58% 36% 93%





そこで本章では，LAC における正課と結びついた SL の実態をミドルベリー大学の事例
を通して明らかにし，その特徴と課題を考察する。 
 







ーツ教育においては，44 の専門分野（Majors and Programs）で約 850 科目（Courses）
を開講し，創造的且つ学際的な教育を提供する。教室内外での学びと成長を通した全人教
育を志向し，学問的知識に裏付けられた思慮深く倫理的なグローバル・リーダーの育成を
目指す。海外のミドルベリー拠点校が提供する海外留学プログラム（17 ヵ国 37 都市）や
カリフォルニア州のモントレー国際大学院との連携等，国内外で多彩な教育プログラムを





(2) リベラルアーツ教育における SL の全学展開 
ミドルベリーでは，SL を「21 世紀のリベラルアーツ教育において理論と実践を包括的
に統合するもの」と捉え，伝統的なアイデンティティと国際性を反映したローカルでグロ
ーバルな市民性育成を目的とした取組を全学的に推進する。2006 年と 2015 年に CCEC
の認定を受け，継続的に評価を受けている。 
学内では教学系と学生支援系の複数の組織が SL の取組を展開する（表 5-2 参照）。各学
科では，環境研究や教育研究が正課科目として学問分野に根差した地域連携科目を提供す






多彩な取組を展開する（Middlebury College 2015）。 
次節以降では，環境研究専攻の「環境研究地域参画実習」と CCE の「『特権と貧困』学





表 5-2 ミドルベリー大学における SL 推進組織 
 


























































表 5-3 環境研究専攻のカリキュラム 
 






ーン科目とプロジェクト」の 3 つの要素を組み込み，AAC＆U の市民参画のバリュー・ル




















人文科学(23) 英米文学(7)　歴史学(3)  哲学(1) クリエイティブ・ライティング(2)　アメリカ研究(2)　学科間(1)　環境研究(6)　
英米文学・環境研究(1)
















つの異なる課題についてプロジェクトを設定し，19 名の履修者が 5 人 1 組でプロジェク
トに取り組む。授業は 1 回 1.5 時間の座学が週 2 回，1 回 3 時間の実習（Lab）が週 1 回














画の経験と情熱を持った教員を積極的に採用し，2001 年から専属 SL コーディネーターを
雇用している。大学の組織的な支援を得て，教員と職員の双方がカリキュラム構築と授業
設計・運営に深く関与し，学問的且つ実践的な教育を提供する。さらなる質の向上を目指




























いる。このコンソーシアムの顧問で，AAC＆U から SL 推進のための助成金を得ていたミ
ドルベリーの教員が，インターンシップに正課の要素を入れることを強く希望し，CCE と




が可能になっている（表 5-4 参照）。 
 
表 5-4 「『特権と貧困』学術クラスター」のカリキュラム（2018-2019） 
 















アメリカ研究(6)　ダンス(1)　経済学(8)　教育研究 (1)　英米文学 (2)　環境研究 (2) 



















































































本章は LAC の 1 大学を対象とした事例研究であり，一般化することを目的にしていな

























3) 毎年，環境研究専攻の卒業生を 50 名程度輩出している (Nadine 2018)。 
4) 授業内容については，現地で入手した 2016 年度秋学期のシラバス内容を参照した。 
5) 学生の成果物については Middlebury College, Environmental Studies Community-
Engaged Practicum のウェブサイトを参照。 
6) 本項は環境研究専属の SL コーディネーターのインタビュー内容による ＜インタビ
ュー日時：2018 年 11 月 14 日＞。 
7) CCE ディレクターのインタビュー内容による ＜インタビュー日時：2018 年 11 月 17
日＞。 
8) 社会学・人類学専攻の 4 年生に対するメールによるインタビュー内容を引用 ＜イン
タビュー回答受信日時：2019 年 5 月 31 日＞。 
9) 本項の記述は CCE ディレクターのインタビュー内容による。直接内容を引用した箇
所は「」を用いた ＜インタビュー日時：2018 年 11 月 17 日＞。 
10) ミドルベリーでは冬学期（1 月の 1 ヶ月集中）に行うインターンシップを正課科目と
して履修申請できるが，正課で行うインターン内容は専門分野に直結する専門的なキ
ャリア形成が可能なものに限られる。参加のための成績要件や学術的な報告書の執筆
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 ディープ・スプリングス・カレッジ（以下 DSC）の概要は以下の通りである。 
形 態： 二年制大学（2017 年度までは男子大学，2018 年度入学生から男女共学）。 




（drug and alcohol policy）が徹底されている。 
創立者： ルシアン・L・ナン（Lucien Lucius Nunn） 
学生数： 1 学年 13〜15 名×2 学年 




暇（break）がある。第 1 タームは夏期セミナー（後述）に充てられ，第 2 と第
3 タームが秋学期（Fall Semester），第 4 と第 5 タームが春学期（Spring 
Semester），第 6 タームが Interim Term である。日本人で唯一の DSC 卒業生
である山口晋太郎氏（1996 年入学）によると，1 年目の第 6 タームか 2 年目の
第 1 タームを長期休暇に充てる学生が多い（残り 11 タームは on campus）。 
教員数： 長期（Long Term Faculty; 2 年以上）5 名（President, Dean を含む），短期
（Visiting Faculty and Scholars）13 名 
職員数： 10 名（牧場管理者，農園管理者等を含む） 
理 事： 13 名（うち 2 名は DSC の現役学生。理事の任期は 4 年だが，DSC の学生理事
については，半年ごとに１名選ばれ，任期は１年）。創立当初は理事 9 名のうち，
学生理事は 1 名だったが，1990 年代に理事が 13 名に増員された際，学生理事
は 2 名になり，理事会における割合が増えた。 
立 地： カリフォルニア州西部（ネバダ州と接する地域），マンハッタン（ほぼ山手線
の内側）がすっぽり入るほどの約 60 平方キロメートルの広大な砂漠地帯 Deep 
Springs Valley の真ん中に位置し，キャンパスは農場を含む約 0.63 平方キロメ






冊の蔵書があり，所蔵のない資料については UC System を通じて取り寄せるこ
とができるようになっている。 
年間運営予算： 約 165 万ドル（2014–2015 年度） 
総資産：    約 3,200 万ドル（2014–2015 年度） 





























































 DSC の持ついくつかのユニークな特徴である三本柱（Three Pillars）と基本ルール
（Ground Rules）は以下の通りである。 
 


































































ことになるのである。前述の山口氏によると，“Your action impacts everyone else 




















その他，学生全体の代表としての Student Body president，労働の配分を担当する
































































DSC では，2011 年の理事会において，2013 年度の新入生からの共学化が決議された




けることが適切であると決議した。」 そして 2012 年 2 月，理事会は，イニョ・カウンテ
ィー裁判所に対して，大学の信託証書（Deed of Trust）を再解釈あるいは変更して性別
にかかわらず学生を受け入れることができるよう申し立てをしたが，法廷において共学
化決議に異議を唱えた 2 名の理事が差し止めを要求した。その後 5 年半にわたって審理
が続けられたが，その間裁判所は DSC が女子学生を受け入れることを許可しなかった。
DSC が創立 100 周年を迎えた 2017 年 6 月，カリフォルニア州最高裁判所は 2 名の理事
による共学化反対の上訴を退け，共学化が決まった。その結果，2018 年度から女子学生






























・ Outer Coast (Sitka, Alaska)：DSC 卒業生の Bryden Sweeney-Taylor らによって
2015 年に創立された二年制教育機関。DSC 同様，自治（Self-governance），学術
（Academics），奉仕・労働（Service and labor）の 3 つの柱をその教育方針として
掲げている。（outercoast.org） 
・ The Arete Project (Gustavus, Alaska) ：DSC が男子大学だったために志願できなか
った Laura Marcus がいわば DSC の女子学生版として 2013 年に創設。ノースカロ


































COURRiER Japon（クーリエ・ジャポン）2006 年 2 月 2 日号。テキストは Le Monde 
2 からの翻訳・転載（記者 Ariane Singer） 
「究極のリベラル・アーツ大学を求めて 〜人生の真実を求める学生たちは砂漠の中心で
『教養』を磨く〜」 COURRiER Japon（クーリエ・ジャポン）2013 年 6 月号。テキ
ストは The Guardian に掲載された記事の翻訳・転載（記者 Rory Carroll） 
Kinch Hoekstra 教授 (UC Berkeley) とのインタビュー（2014 年 1 月 8 日 UC Berkeley
の研究室にて）。Hoekstra 教授は DSC を 1982 年に卒業後，ブラウン大学に編入。その
後，英国オックスフォード大学で教鞭を執る傍ら，DSC でも教鞭を執った。インタビュ
ー当時は DSC の理事を務めていた。 
山口晋太郎氏とのインタビュー（2019 年 4 月 24 日 国際文化会館にて）。山口氏は DSC
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る。これら５大学(Amherst, Hampshire, Mount Holyoke and Smith) and the University of 
Massachusetts Amherst (UMass)）は，Five College Consortium を形成している。 
学生数は約 2,500 名，カリキュラムは 50 以上の領域から約 1,000 の科目が提供されており，
多様なカリキュラムが提供されている。Major（主専攻） が 43，Minor（副専攻）が 56，こ
のほかに 8 の Concentration が置かれている。58 学問分野に 290 名の教員がおり，学生－教
員比は９：１である。授業料は$55,830，House での生活費$18,760，その他の学生活動費は$284
となっており，奨学金やスミスからの Need-base の学資援助を受けている学生は全体の 56％
に及ぶ。 










約 2,300 名の学生が寮（House）に居住する。一番小さな House では 15 名，一番大きな House
では 102 名の学生が居住している２。 
寮では基本的に自立・自律的に話し合って物事を決めていくが，必要に応じて大学が支援し




























































































































１．https://www.smith.edu/ 〈2020 年 11 月 24 日最終アクセス〉 
２．本節は，2017 年 11 月に行われ，2019 年 3 月に発行された「スミス・カレッジにおける
学生支援の取り組み－オートニッキー氏とショー氏へのインタビューから－」 （オート
ニッキー・ショー・西尾・安東 2019）に基づいている。 
３．https://www.smith.edu/engineering/ 〈2020 年 11 月 24 日最終アクセス〉 
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    ・世界に通用するコミュニケーション能力を習得する。 
   ・最低限 3つ以上の異なる分野についての英語による入門レベルの講義科目の履修。 
    ・16単位以上の中級レベルの講義科目，16単位以上の上級レベルの講義科目の履修。 
    ・第二外国語言語の習得。母語が日本語ではない学生には卒業時までに日本語による読
− 81 −
解，聴解，作文，会話をスムーズに行う能力の習得。 
    ・統計学の基礎的知識の習得。 





















   
表8-1 SILSにおける７つのクラスター 
Life, Environment, Matter and Information（生命・環境・物質・情報科学） 
Philosophy, Religion and History（哲学・思想・歴史） 
Economy and Business（経済・ビジネス） 




Culture, Mind and Body, and Community（文化・心身・コミュニティ） 
出典：国際教養学部ホームページより筆者作成。 
− 82 −
 7 つのクラスターは表 8-1 のとおりであり，SILS に設置されている講義科目は，入門科目，





1 セメスター目からの履修が可能である入門科目については，選択必修単位数である 4 科目 8




















































身に着けさせるため，4 人 1 組で徹底的に会話力を鍛える Tutorial English と英語で論理的な






















国際性の観点からもう 1 点付言すると，SILS では，学位を取得することを目的とした留学
















 二つ目は，Area Studies and Plurilingual / Multicultural Education Program （APM プロ
グラム）の創設である。このプログラムは，フランス語，スペイン語，中国語，朝鮮語の 4 言
語の語学修得を目的とするとともに，その言語を用いて当該国の文化，歴史，経済，政治など
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が行われる 1991 年頃まで，④現代までの 4 期に区切っている。本稿ではこれを参考に，概観
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した歴史の中から筆者が比較的動きがあったと見た，①大学創設の 1949 年～1959 年まで，②









上では一般教育科目は主に 1 年次生向けに配分されていたため，事実上，1 年次生の必修科目
といった観があった」と述べている。 
 













「人文，社会，自然科学の 3 分野から 9 単位以上，合計 36 単位を必修とする」，三系列均等履
修が明記されている。 
しかしながら，入学後の 2 年を教養課程に充て，4 年次の 1 年間を卒業研究に充てることに
なると，3 年次の 1 年間で各学科の専門教育を詰め込むことになり，専門課程での学習に支障
をきたす状況が発生した。そこで学内で検討した結果，数学，物理学，化学，外国語から計 6









































1960 年代を通じて東京理科大学は急速に規模を拡大させた。1960 年に薬学部，1962 年に工
学部を開設，続けて 1967 年には千葉県野田市に校地を取得して理工学部を開設した。これに











































 表 9−3 は，カリキュラム改正前の 1990 年と改正後の 2000 年の卒業所要単位の比較である。
2000 年の時点で一般科目の卒業所要単位は，別区分となっていた第二外国語・保健体育科目も













英語 8 単位 
保健体育科目 講義 2 単位 
実技 2 単位 
-  
合計 52 単位 合計 24～28 単位 









礎教育科目として同じく 16 単位を占めていたが，大綱化後の 1994 年度には卒業要件全 129 単
位において，自然系 3 教科及び数学の単位は実質的には変わらない一方，人文・社会科学科目
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2017 年 10 月には，将来にわたって東京理科大学における教養教育の在り方や根本的な考え
を示す拠り所となる指針として「教養教育の目標」を制定し，学則における大学の目的を受け



























た東京理科大学で最も規模の大きい 3 つの学部について，設置基準大綱化前の 1990 年度とカ




表 9−4 卒業所要単位に占める教養（必修英語を除く）の割合（教養単位数/卒業所要単位） 
 理学部第一部 工学部 理工学部 
1990 34.8%(44/126.3) 25.8%(34.4/133.4) 25.3%(34/134.6) 
2000 14.0%(17.3/124) 16.9%(21.6/127.8) 16.6%(20.8/125.6) 
2020 14.0%(17.3/124) 16.7%(21.6/129.4) 15.9%(20.2/127.4) 
※各年度の学修簿から筆者作成。各学科の教養（一般教育・一般・一般教養）科目，第二外国語，体育科目の合計。 
 







専門科目は増加しており，卒業に必要な専門科目の単位は，理学部第一部では 1990 年度の 85.7
単位から 2020 年度には 92 単位へ増加している。この傾向は工学部では更に顕著であり，88.8









表 9−5 教養科目の必修単位数及び卒業所要単位に占める割合（2020 年度） 
 早稲田 慶応 上智 明治 中央 芝浦  
基幹 創造 先進 理工 理工 理工 数理 理工 工 
教養単位 11.1 18 17 26 20 16 10 12.2 9.4 
卒業単位 126 136 134.5 130 124 136 124 128.7 124 
割合 8.8% 13.2% 12.6% 20.0% 16.1% 11.8% 8.1% 9.5% 7.8% 
※各大学HP から筆者作成。早稲田…複合領域科目（英語以外）・英語または初修外国語，慶応…総合教育科目・必修諸
外国語，明治…（理工）総合文化科目・第 2 外国語・健康・スポーツ学,（数理）必修の英語を除く総合教育科目，中













では卒業までに修得する 20.4 単位のうち 75%にあたる 15.3 単位を 2 年生までに修得してい
た。状況は学科によって大きく異なるものの，全学平均では 4 年間で修得する教養単位数のう
ち 84%を 2 年次までに修得している。 
４）開設科目のバリエーション 
 最後に，提供する科目のバリエーションについて見ておきたい。表 9−6 は，1970 年から 2020
年までの理学部第一部の教養科目（一般科目）の変遷である。 








表 9−6 1970 年～2020 年までの理学部第一部教養（人文・社会・自然科学）の変遷 
 
※ 各年度の理学部第一部学修簿より筆者作成。科目名称の後の「1」「2」，「A」，「B」などの記号は省略。 
1970 1980 1990 2000 2010 2020
倫理学 倫理学 倫理学 倫理学 倫理学 倫理学 
論理学 論理学 論理学 論理学 論理学 論理学 
哲学 哲学 哲学 哲学 哲学 哲学 
心理学 心理学 心理学 心理学 心理学 心理学
音楽史 音楽史 芸術 芸術 芸術 芸術 
科学史 科学史 科学史 科学史 科学史 科学史 
文学・芸術 文学 文学 文学 文学 
科学論 科学論 科学論 科学論 科学論 
文化人類学 文化人類学 文化人類学 文化人類学 文化人類学 
人文地理学 人文地理学 人文地理学 人文地理学 人文地理学 
人間関係 人間関係 人間関係 人間関係 人間関係
言語表現法 言語表現法 言語表現法 言語表現法 日本語表現法 







法学 法学 法学 法学 法学
日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法
政治学 政治学 政治学 政治学 政治学 政治学 
経済学 経済学 経済学 経済学 経済学 経済学 
社会学 社会学 社会学 社会学 社会学 社会学 
教育学
統計学 統計学 統計学 統計学 統計学 
経済事情 経済事情 経済事情 経済事情
心身相関 心身相関 心身相関 







数学 数学 数学 生命科学入門
物理学 物理学 物理学 生命科学詳論
化学 化学 化学 生命科学実験 
生物学 生物学 生物学
環境 環境 環境 環境 
防災 防災 防災 防災 
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国際基督教大学（International Christian University 以下 ICU）は、日本初のリベラル
































































実際、献学当初より多国籍の学生や教職員と共に歩む ICU には「外人は一人もいない – 












リベラルアーツ教育を 1 学部で提供する点にある。学部生人口は約 3,000 人、学部定員は
620 名と小規模ながら、文系・理系、国籍を問わず、様々な入学者選抜を実施している。 
卒業生もまた、種々の境界を超え、地球規模で様々なフィールドを活躍の場としている。




教員採用は国際公募を基本とし、専任教員 155 名中、外国籍の者は 58 名とその割合
（37.4%）は世界的に高い水準とされる（日本人教員も約 9 割が海外での教育研究経験者）。









大学平均の 1.7 倍を超えている（新井, 2018）。献学時の募金活動に由来する基金の運用益
− 103 −
（用地の購入後、その一部売却益が元本）は、短期的な市場動向に左右されることなく、
ICU が ICU であるために進むべき道は何かを問い、その資金的な基盤を提供している。 
 
3. ICU のリベラルアーツ教育を構成するもの 
 











要件として課されるリベラルアーツ英語プログラム（ELA: English for Liberal Arts 
program）と日本語教育プログラム（JLP: Japanese Learning Program）を特色とする。 










の修得にも示唆的で、「Lay the foundation of a superior education」という目的において




































卒業に必要な 136 単位のうち一般教育科目の履修要件は 21 単位（JLP トラックでは 15
単位）、その内訳は人文・社会・自然科学の各学術系列、及びキリスト教概論から 3 単位ず

















































学部生にとっての 4 年間の学びの集大成は、卒業論文として構成、表現される。31 ある
専修分野（メジャー）にどのように向き合い卒業研究を行うのか、その選択は登録後６学
期目（2 年次の終わり）になされる。即ち、「single major（主専攻）」として１つのメジャ
ーを修めるのか、「double major（主専攻×２）」として 2 つのメジャーを同時に組み合わ







300 番台、400 番台、500 番台（400，500 番台は大学院科目であるが、メジャー（マイナ
ー）の専攻科目となる）に分類され、番号が高いほど専門性の度合いが高いことを示す。
100 番台は基礎科目として主専攻の選択要件に設定されることも多く、その分野での卒業














































4. 「Late Specialization」のその先を考える 
 
2008 年の教養学部改革で ICU にメジャー制度が導入されてから 12 年が経つ。入学後
に複数の専修領域から自由に専攻（副専攻）を選択できる仕組みについて、米国のリベラ
ルアーツ・カレッジでの近年の取組には、「Late Specialization」のその先の問題意識を示











「critical thinking（批判的思考力）」の標語の一つに「thinking outside the box」という
言葉がある。しかし、不自由にも自由を持て余しうる我々の第一の本性は、時に箱の外を
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自由学園の最高学部は女子のみの 2 年課程と男女共学の 4 年課程を有しており，2020 年度
の学生数は 2 年課程 1 年生 5（5）名，2 年生 2（2）名，4 年課程 1 年生 27（11）名，2 年
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Since post-war education reforms, liberal education in the US has significantly 
impacted higher education in Japan. Higher education researchers have accordingly been 
deeply interested in liberal education in the two countries. However, there is still a dearth 
of research on liberal education. Further research is necessary for this area. As Japan and 
the US have been increasingly focused on the universalization of higher education, a 
knowledge-based society, and transition to a global economy, universities have tried to 
transform the concept and structure of liberal education while still considering the 
experiences that they have accumulated. Such a situation is clearly reflected in the 
diverse practices and exploration of liberal education implemented at contemporary 
Japanese and American universities. The ideal approach to addressing this situation 
would be as follows: questioning the concept and structure of liberal education from 
various approaches to understanding the trend at a national level, analysis of trends and 
characteristics of individual universities based on an understanding of national trends, 
and effective consideration of the actual situation of each university. 
This book consists of the following three parts. Part 1 approaches the concepts and 
structures of liberal education in Japan and the US. Part 2 analyzes, from a micro 
perspective, individual universities in the US that have been implementing unique 
curricula and other initiatives in liberal education. Part 3 examines, also from a micro 
perspective, issues in liberal education unique to each university in contemporary Japan. 
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